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栄ヶ丘町営住宅D棟建設、
地方創生推進事業など計上

平成30年   第１回定例会

　　　議会だより  かどがわ  No.154 （2）

障害者自立支援に伴う社会保障関係経費の増加、
新庁舎建設事業、町営住宅建設予算、地方創生推進事業費などは計上

議会だより  かどがわ  No.154　　　（3）

平成30年度
一般会計
当初予算

可決
全員賛成

　平成３０年第１回定例会は、３月６日から２０日までの１５日間開かれました。

２９年度補正予算、３０年度当初予算、人事案件、条例改正など審議いたしました。

　また、７日には２人が登壇し、一般質問が行われました。

　　　一般会計当初予算は６７億８０００万円。前年度と比較すると、率にして▲６.５％パー

　　セント、▲４億７５００万円の減額予算となります。

　　　国の伸び率＋０.３％、県の伸び率＋０.７％、予算編成の指標となる地方財政計画の伸び

　　率＋０.３％を大きく下回っていますが、町長の任期満了に伴う選挙を控え、骨格予算を基

　　本に最低限の経費を計上し、公共事業、町単独事業、その他補助事業などを必要最低限にと

　　どめているためです。

自主財源　37.0％　（H29年度当初　38.9％）
依存財源　63.0％　（H29年度当初　61.1％）

地域おこし協力隊牧山地区

町税
1,461,565
21.5％

地方交付税
1,900,000
28.0％

国庫支出金
858,903
12.7％

県支出金
725,239
10.7％

町債
395,900
   5.9％

その他
393,000
5.7％

繰入金
460,004
6.8％

諸収入
167,274
2.5％

金額単位：千円

地域おこし協力隊西門川地区

栄ヶ丘団地町営住宅　Ｄ棟建設事業 新庁舎建設予定地

前年度比－6.5% 4億7500万円減前年度比－6.5%　4億7500万円減
67億8000万円67億8000万円

歳 入

歳 出

67億8000万円

使用料・手数料
160,088
2.4％

繰越金
150,000
2.2％

その他
108,027
1.6％

災害復旧費
5,566
0.1％

自主財源
2,506,958
37.0％依存財源

4,273,042
63.0％

目的別

歳出合計
67億8000万円

性質別

民生費
2,935,064
43.3％

人件費
1,315,757
19.4％

扶助費
1,729,515
25.5％

公債費
574,351
8.5％

普通建設
事業費
482,417
7.1％

普通建設
事業費
482,417
7.1％

物件費
1,223,829
18.1％

繰出金
786,929
11.6％

補助費等
508,957
7.5％

義務的経費
3,619,623
53.4％

義務的経費
3,619,623
53.4％

一般行政経費
2,672,394
39.4％

一般行政経費
2,672,394
39.4％

投資的経費
487,983
7.2％

投資的経費
487,983
7.2％

総務費
1,145,716
16.9％

公債費
574,351
8.5％

衛生費
541,596
8.0％

教育費
526,821
7.8％

土木費
365,872
5.4％

消防費
268,944
3.9％

農林水産業費
241,384
3.5％

その他
180,252
2.7％

その他
152,679
2.2％
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平成29年度   補正予算

一般会計
歳入歳出をそれぞれ4億203万4千円を増額し、予算総額は81億6314万1千円

歳入・歳出をそれぞれ補正

歳　入 歳　出主なもの

町税

地方交付税

繰入金

国庫支出金

県支出金

………………………４３８８万７千円 追加

…………２億４５１２万４千円 追加

……………………１億４５００万円 追加

………………１７８８万６千円 減額

…………………３４０９万１千円 減額

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

…２億２４４７万３千円 減額

…………２５５８万２千円 減額

……………７９７５万９千円 減額

２９億６３４９万５千円

４億２７４８万円

１６億２４８８万円

新庁舎建設基金積立

県営急傾斜地崩壊対策事業

予備費

合併処理浄化槽設置事業

人件費

……………………５億円 追加

……１２００万円 追加

……………………２億７９９万６千円 追加

…４３１７万２千円 減額

………………………９３４６万１千円 減額

特別会計
総　額

◎平成30年度特別会計・公営企業会計当初予算

国民健康保険事業

後期高齢者医療

介護保険事業

23億8950万8千円（20.6％減）

4億2912万4千円  (3.7％減）

15億7083万円  (2.6％減）

簡易水道事業

水道事業

1059万1千円  （0.5％減）

5億6009万3千円（24.6％増）

（　）前年比

問
防
犯
灯
設
置
は
要
望
も

多
い
、
予
算
増
額
は
。

答
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
は
１
基

５
万
円
ほ
ど
。

　

地
区
へ
は
、
別
途
補
助

金
︵
７
割
補
助
︶
で
の
設
置

を
勧
め
て
い
る
。

問
庁
舎
施
設
管
理
委
託
料

が
2
3
0
万
円
増
え
て
い

る
。

答
警
備
委
託
料
の
人
件
費

増
加
に
よ
る
。

問
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
研
修
予
定
は
。

答
２
日
間
、
45
人
程
度
を

半
日
ず
つ
、
４
コ
マ
で
研

修
を
考
え
て
い
る
。
全
職

員
を
予
定
し
て
い
る
。

問
地
区
会
長
会
の
研
修
参

加
状
況
は
。

答
一
昨
年
は
25
人
で
、
九

州
管
内
１
泊
２
日
。
例
年

半
数
程
度
の
参
加
状
況
。

問
想
定
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
時
な
ど
の
備
蓄
品

は
。

答
県
備
蓄
計
画
に
従
い
、

支
援
物
資
は
高
千
穂
方
面

か
ら
西
門
川
小
中
学
校
に

搬
入
予
定
。
現
在
、
指
定

避
難
箇
所
に
一
部
備
蓄
。

毎
年
１
０
０
万
円
程
の
予

算
で
補
充
・
入
替
え
。

　

３
日
分
の
自
己
準
備
を

町
民
に
勧
め
て
い
る
。

問
地
球
館
の
土
地
貸
付
料

に
つ
い
て
。

答
地
球
館
と
27
年
よ
り
交

渉
。
鑑
定
評
価
を
元
に
、

30
年
度
か
ら
年
１
０
５
万

円
、
５
年
毎
に
引
き
上
げ
、

40
年
か
ら
は
年
１
３
１
万

円
に
す
る
予
定
。

　

段
階
的
引
上
げ
は
、
相

手
側
の
要
望
に
よ
る
。

問
財
産
管
理
費
の
工
事
請

負
費
3
8
7
万
円
と
は
。

答
主
に
庁
舎
関
係
で
、
突

発
的
な
修
繕
︵
軽
微
な
も

の
を
除
く
︶
に
対
応
す
る

も
の
。

問
平
成
30
年
度
の
避
難
訓

練
の
予
定
は
。

答
５
月
27
日
︵
日
︶
に
町
一

斉
避
難
訓
練
を
予
定
。
消

防
団
の
各
地
区
避
難
場
所

へ
の
参
加
、
地
域
と
の
連

携
を
行
う
。
ま
た
、
防
災

士
の
参
加
も
促
し
て
い
る
。

問
東
臼
杵
公
平
委
員
会
事

務
局
と
し
て
本
町
の
担
当

期
限
は
。

答
決
ま
っ
て
い
な
い
。

問
議
員
研
修
の
予
定
は
。

答
滋
賀
県
の
ア
カ
デ
ミ
ー

研
修
ほ
か
、
広
報
全
国
大

会
な
ど
を
予
定
。

問
心
の
杜
の
管
理
業
務
委

託
料
の
増
加
理
由
と
、「
心

の
杜
保
全
会
」
の
職
員
体

制
は
。

答
30
年
度
、
営
繕
管
理
の

職
員
を
１
人
補
充
、
ほ
か

定
期
昇
給
に
よ
り
４
０
０

万
円
ほ
ど
増
加
。

﹁
保
全
会
﹂の
正
規
雇
用
は
、

営
繕
・
管
理
部
門
に
５
人
、

受
付
・
接
客
に
４
人
。

　

他
パ
ー
ト
職
員
を
含
め

全
部
で
25
人
体
制
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

状
況
は
。

答
本
年
2
月
よ
り
牧
山
地

区
に
1
人
。
主
に
牧
山
み

か
ん
を
利
用
し
た
観
光
農

園
と
地
域
活
性
化
を
担
う
。

　

３
月
か
ら
西
門
川
地
区

に
１
人
、
自
然
薯
の
栽
培

や
地
域
の
活
性
化
が
目
的
。

　

１
年
毎
の
契
約
更
新
で
、

３
年
間
予
定
。

問
企
画
調
整
事
務
事
業
の

委
託
料
の
増
加
原
因
は
。

答
地
域
公
共
交
通
会
議
運

営
補
助
金
で
運
営
し
て
き

た
が
、
直
接
町
か
ら
委
託

料
で
支
出
す
る
。

問
ゴ
ル
フ
場
の
税
収
は
、

ピ
ー
ク
時
1
千
万
円
程

度
、
今
後
太
陽
光
発
電
事

業
所
か
ら
は
。

答
計
画
の
４
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
試
算
し
、
年
額
１
千

万
円
程
度
の
見
込
み
。

問
不
祥
事
後
の
納
付
書
管

理
は
。

答
納
付
書
扱
い
の
複
数
管

理
、
教
育
使
用
料
納
付
書

変
更
な
ど
。

※

消
防
・
防
災
関
係

　

各
自
主
防
災
組
織
で

の
補
助
金
の
利
用
促

進
。

※

交
通
安
全
対
策

　

高
齢
者
の
運
転
免
許

証
返
納
促
進
の
た
め
、

特
典
拡
充
。
交
通
事
故

ゼ
ロ
へ
。

※

選
挙

　

投
票
率
向
上
の
た

め
、
若
者
へ
の
啓
発
活

動
。

※

「
心
の
杜
」

　

町
持
ち
出
し
が
増
え

て
い
る
。
検
討
す
べ
き
。

※

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

協
力
隊
員
の
自
立
・

定
住
の
た
め
の
サ
ポ
ー

ト
強
化
。

※

地
域
公
共
交
通

　

買
物
弱
者
の
た
め
に

も
﹁
か
ど
っ
ぴ
ー
タ
ク

シ
ー
﹂
の
更
な
る
利
用

促
進
。

※

企
業
誘
致

　

町
独
自
で
の
企
業
訪

問
な
ど
を
期
待
。

総
務
財
政
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

総
務
課

税
務
課

会
計
課

議
会
事
務
局

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

財
政
課
・
新
庁
舎
建
設
室

委
員
会
の
意
見
・
提
言

予　

算　

審　

査 上水道配水管の更新整備などが
計上されています。

平成29年度から30年度へ繰越して実施される事業

事　　　　業　　　　名

かどがわ温泉心の杜空調施設整備事業

産地パワーアップ事業

松瀬・川水流線道路改良事業

南ヶ丘・山ノ口線道路改良事業

倉谷地区排水路整備事業

820万円

6711万1千円

2630万円

4399万円

690万円

金　額

(

記　

米
良 

格)

平成29年度町一斉避難訓練



産
業
建
設
常
任
委
員
会
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不法投棄警告看板

国民健康保険制度略図

現行

保険税納付 保険給付

保険税納付 保険給付

納付金 給付費交付

問
学
校
支
援
地
域
本
部

事
業
の
企
業
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
内
容
は
。

答
職
業
体
験
学
習
︵
電
気
、

建
設
関
係
、
製
造
業
等
︶、

職
業
講
話
な
ど
幅
広
く

対
応
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

問
町
民
体
育
大
会
の
在

り
方
の
検
討
は
。

答
近
隣
市
町
村
の
開
催

状
況
、
種
目
な
ど
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

︵
記  

小
林
︶

　

他
市
町
村
の
状
況
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
警
備
員
の

常
駐
は
少
な
い
。
ま
た
、

28
年
度
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
方

式
を
導
入
し
、
有
事
に
は

担
当
へ
連
絡
有
り
。

問
不
法
投
棄
監
視
用
カ
メ

ラ
に
つ
い
て
。

答
１
基
２
万
円
ほ
ど
の
簡

易
な
録
画
カ
メ
ラ
。
盗
難

の
可
能
性
も
あ
る
た
め
高

価
で
固
定
式
の
カ
メ
ラ
は

考
え
て
い
な
い
。
ダ
ミ
ー

タ
イ
プ
も
含
め
て
い
る
。

不
法
投
棄
の
場
所
が
か
な

り
多
く
て
絞
り
込
み
が
で

き
て
い
な
い
。︵

記  

菊
地
︶

問
合
同
会
社
Ｓ
Ａ
・
Ｔ
Ｅ(

サ
ー
テ)

の
業
務
内
容
や
雇

用
に
つ
い
て
。

答
上
納
屋
の
旧
イ
チ
マ
ル

水
産
の
場
所
で
操
業
。
カ

ラ
ス
ミ
の
製
造
販
売
で
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
雇
用

も
あ
る
。
新
規
の
雇
用
は

６
人
を
予
定
し
て
い
る
。

問
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

事
業
の
内
容
は
。

答
町
内
４
事
業
所
の
８
商

品
を
紹
介
し
て
い
る
。

問
町
内
観
光
地
清
掃
業
務

の
内
容
は
例
年
通
り
か
。

答
ほ
ぼ
例
年
通
り
だ
が
、
向

ケ
浜
ト
イ
レ
の
チ
リ
収
集

を
月
２
回
に
増
や
し
た
。

問
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

発
行
部
数
は
。

答
６
５
０
０
部
で
全
世
帯

に
配
布
し
て
い
る
。

問
住
宅
使
用
料
滞
納
分
の

内
訳
は
。

答
平
成
27
年
度
か
ら
の
繰

り
越
し
が
27
件
、
滞
納
額
は

約
１
７
０
０
万
円
で
50
人

ほ
ど
が
対
象
。
栄
ケ
丘
団

地
が
多
い
。

問
樋
門
管
理
の
委
託
先
や

歳
入
は
。

答
県
か
ら
の
委
託
金
と
し

て
33
万
円
、
河
川
が
13
箇
所

で
65
万
円
、
海
岸
が
丸
バ
エ

川
の
１
箇
所
で
９
万
円
。

個
人
や
消
防
団
に
委
託
し

て
い
る
。

問
高
速
バ
ス
停
留
所
の
電

気
料
は
町
の
負
担
か
。

答
町
が
依
頼
し
て
停
留
所

を
造
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
電
気
料
も
同
様

の
扱
い
。
電
気
料
自
体
は
、

比
較
的
安
価
で
防
犯
灯
並

み
で
あ
る
。

問
漁
業
集
落
汚
泥
清
掃
処

分
料
に
つ
い
て
処
分
先
は
。

答
小
林
市
の
西
諸
開
発
と

い
う
民
間
の
最
終
処
分
場
。

問
林
業
振
興
費
の
報
償
費

で
サ
ル
や
シ
カ
の
算
出
根

拠
は
。

答
平
成
27
・
28
年
度
の
実
績

を
鑑
み
て
設
定
し
て
い
る
。

問
畜
産
業
者
の
戸
数
は
。

答
ブ
ロ
イ
ラ
ー
24
戸
、
産
卵

4
戸
、
肉
牛
13
戸
の
計
41

戸
。

問
農
業
振
興
費
の
報
酬
の

対
象
者
は
。

答
農
林
委
員
長
21
人
と
農

業
経
営
改
善
セ
ン
タ
ー
嘱

託
員
1
人
の
計
22
人
と
な

っ
て
い
る
。

問
治
山
林
道
費
の
3
0
0

万
円
の
内
容
は
。

答
庭
谷
線
外
林
道
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
舗
装
に
よ
る
修

繕
。

問
砂
防
費
72
万
円
に
つ
い

て
の
内
容
は
。

答
城
ヶ
丘
地
区
の
危
険
区

域
で
、
崩
落
防
止
の
た
め
仮

防
護
柵
を
設
営
。
こ
の
リ

ー
ス
料
。

問
塵
芥
処
理
費
の
委
託
料

の
ご
み
収
集
運
搬
及
び
埋

立
業
務
の
内
容
は
。

答
清
掃
工
場
内
で
今
も
埋

立
て
ら
れ
て
い
な
い
場
所

の
管
理
。
重
機
を
幸
進
社

が
保
有
し
て
お
り
、
運
搬
業

務
と
合
わ
せ
て
ま
と
め
て

委
託
し
て
い
る
。
契
約
は

毎
年
随
意
契
約
だ
が
、
そ
の

理
由
と
し
て
パ
ッ
カ
ー
車

の
保
有
と
収
集
ル
ー
ト
が

わ
か
っ
て
い
る
た
め
。

問
簡
易
水
道
事
業
は
、
平
成

25
年
を
ピ
ー
ク
に
収
益
が

下
降
し
て
い
る
が
原
因
は

何
か
。

答
西
門
川
小
中
学
校
の
漏

水
が
原
因
。
26
年
度
に
修

理
済
み
。

問
三
ケ
瀬
地
区
は
自
己
の

水
道
が
か
な
り
あ
る
の
か
。

答
井
戸
や
営
農
飲
雑
水
等
。

使
用
頻
度
は
不
明
で
、
上
井

野
地
区
と
比
較
し
て
大
原

地
区
は
一
般
家
庭
が
多
い
。

問
自
家
用
の
水
道
の
水
質

検
査
は
。

答
上
水
道
、
簡
易
水
道
と
も

に
法
定
検
査
に
よ
り
業
者

へ
委
託
し
て
い
る
。
自
家

用
の
場
合
は
保
健
所
の
管

轄
。
詳
細
等
は
不
明
。

問
消
火
栓
の
新
設
予
定
は
。

答
２
〜
４
箇
所
の
予
定
。

場
所
に
よ
り
工
事
費
が
異

な
る
。

問
地
下（
埋
設
）式
で
は
な

く
地
上
式
の
消
火
栓
は
あ

る
の
か
。

答
12
年
程
前
に
尾
末
地
区

で
施
行
。
高
齢
者
が
多
い

地
区
に
施
行
し
て
い
る
。

問
浄
水
場
警
備
委
託
料
を

3
年
か
ら
単
年
度
と
し
た

理
由
は
。

答
警
備
員
が
必
要
か
ど
う

か
検
討
の
段
階
。

主
な
質
疑

建
設
課

農
林
水
産
課

環
境
水
道
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

今
年
度
制
度
改
正
が
あ

り
ま
す
。
国
民
皆
保
険
制

度
を
支
え
る
国
民
健
康
保

険
制
度
の
安
定
的
な
運
営

を
図
る
た
め
、
県
が
責
任

主
体
と
な
り
、
財
政
運
営

や
事
業
運
営
の
確
保
等
の

役
割
を
担
い
、
制
度
を
安

定
化
さ
せ
る
も
の
で
す
。

問
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

現
状
は
。

答
地
域
に
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
受
講
者
が
１
７
０

０
人
を
超
え
て
い
る
が
、

今
後
は
活
動
実
践
で
き
る

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
。

問
結
核
肺
が
ん
検
診
と
は
。

答
本
年
度
よ
り
結
核
検
診

を
充
実
さ
せ
た
結
核
肺
が

ん
検
診
と
い
う
新
し
い
も

の
に
な
り
、
放
射
線
被
爆

量
を
少
な
く
で
き
る
。

問
後
期
高
齢
者
医
療
の
歳

入
歳
出
前
年
度
比
3
・
7

％
減
の
原
因
は
。

答
県
全
体
の
給
付
費
が
減

問
高
齢
者
虐
待
の
実
態

は
。

答
具
体
的
な
表
現
は
差
し

控
え
る
が
、
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
る
。

問
法
人
後
見
業
務
の
内
容

は
。

答
今
年
度
か
ら
社
協
の
法

人
後
見
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

す
る
。

っ
て
い
る
か
ら
。

問
国
保
制
度
改
正
に
伴
う

町
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
一
人

あ
た
り
の
保
険
税
は
県
内

で
ど
の
位
置
に
あ
る
の
か
。

答
メ
リ
ッ
ト
は
県
が
運
営

に
入
る
こ
と
で
突
発
的
な

給
付
増
に
対
し
て
も
対
応

し
や
す
く
、
安
定
す
る
。

保
険
税
は
26
市
町
村
中
18

番
目
で
あ
る
。

問
小
学
校
費
の
教
育
振
興

費
の
算
出
基
準
は
。

答
各
学
校
か
ら
の
要
望
額

で
按
分
し
て
い
る
。

問
奨
学
金
の
返
済
の
状
況

は
。

答
例
年
並
み
の
返
済
状

況
。
口
座
振
替
を
推
進
し

て
い
る
。

問
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

家
庭
は
な
い
の
か
。

答
食
料
の
支
援
を
受
け
て

い
る
家
庭
は
数
件
あ
る
。

問
小
学
校
の
体
育
館
の
屋

根
の
修
理
は
。

答
カ
バ
ー
工
法
で
予
算
を

上
げ
て
い
る
。
築
45
年
経

過
す
れ
ば
、
今
後
建
て
替

え
も
視
野
に
入
れ
た
考
え

も
あ
る
。

問
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
内

容
は
。

答
３
年
間
実
施
要
望
し
て

き
た
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操

が
、
今
年
7
月
26
日
︵
木
︶

心
の
杜
で
行
わ
れ
る
こ
と

に
決
定
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
で
放
送
さ

れ
る
。
今
ま
で

町
で
実
施
し
て

き
た
ラ
ジ
オ
体

操
の
さ
ら
な
る

進
展
を
図
る
。

問
図
書
館
の
現

在
の
蔵
書
数
及

び
来
館
者
数
は
。

答
平
成
29
年
３

月
末
時
点
で
蔵

書
数
は
10
万
７

７
９
４
冊
、
28

年
度
の
来
館
者

数
は
５
万
８
５

６
８
人
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

主
な
質
疑

福
祉
課

町
民
課

教
育
総
務
課

社
会
教
育
課

予　

算　

審　

査

予　

算　

審　

査

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　
　

特
別
会
計

市　　町　　村

制度改革後

県

住　民 医療機関

住　民 医療機関

市　　町　　村

「オレンジリングは認知症サポーターのしるし」

昨年の町一斉ラジオ体操(門川小学校)
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若者の町外流出を防ぐには

企業誘致に向けた情報収集に努める

黒木　裕

町長

「さかなの町・門川」の振興を

漁業従事者の生活安定、漁業環境の整備

水永　正継

町長

問「
さ
か
な
の
町
・
門
川
」と

い
わ
れ
る
が
、門
川
町
の
漁

業
の
現
状
は
。

　

漁
船
数
は
、昭
和
45
年
に

３
０
０
隻
で
あ
っ
た
も
の

が
平
成
28
年
に
は
１
７
３

隻
へ
と
減
少
。

　

中
・
小
型
ま
き
網
漁
業
の

経
営
体
が
、昭
和
45
年
の
19

経
営
体
か
ら
平
成
28
年
に

は
１
経
営
体
に
激
減
。

　

現
在
、曳
縄
・
底
曳
網
・
延

縄
・
船
曳
網
・
磯
建
網
・
定
置

網
・
養
殖
な
ど
漁
獲
方
法
、

漁
獲
さ
れ
る
魚
種
と
も
に

多
様
な
構
成
。

　

全
国
、世
界
的
に
臨
海
部

開
発
、地
球
温
暖
化
、漁
業

の
経
営
体
の
大
規
模
化
な

ど
、起
因
す
る
水
産
資
源
の

減
少
。

　

漁
業
従
事
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
の
問
題
。漁
船
等

の
漁
労
設
備
の
老
朽
化
、船

舶
燃
料
の
高
騰
化
な
ど
に

よ
る
漁
業
コ
ス
ト
増
の
問

題
。消
費
者
の
魚
食
離
れ
な

ど
が
あ
り
、厳
し
い
現
状
。

問
今
ま
で
の
漁
業
施
策
は
。

　

港
と
し
て
の
機
能
維
持
・

改
修
の
実
施
。

　

魚
礁
、
築
い
そ
等
の
設

置
、藻
場
の
保
護
、稚
魚
・
稚

貝
の
放
流
な
ど
の
推
進
。

　

漁
船
保
険
や
漁
獲
・
養
殖

共
済
の
保
険
料
補
助
、小
口

融
資
制
度
に
よ
る
資
金
の

貸
付
、利
子
補
給
制
度
、漁

船
燃
費
向
上
対
策
な
ど
。

問
今
後
の
施
策
は
。

　

庵
川
漁
協
の
ニ
ベ
、門
川

漁
協
の
金
ハ
モ
な
ど
の
ブ

ラ
ン
ド
化
、イ
ワ
ガ
キ
養
殖

事
業
、マ
グ
ロ
養
殖
種
苗
供

給
事
業
、水
産
物
提
供
設
備

の
整
備
・
運
営
、み
な
と
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
朝
市
・
年

末
も
っ
て
け
市
の
開
催
に

よ
る
Ｐ
Ｒ
情
報
発
信
、藻
場

の
保
全
・
海
底
清
掃
な
ど
の

環
境
整
備
。

問
愛
宕
山
街
区
公
園
は
、人

目
か
ら
死
角
に
な
る
た
め

現
在
使
用
さ
れ
る
状
況
に

な
い
が
、公
園
の
下
を
通
っ

て
い
る
道
路
ま
で
土
地
を

切
り
下
げ
、再
開
発
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

　

土
地
の
切
り
下
げ
再
開

発
に
つ
い
て
は
、高
低
差
の

関
係
で
土
工
や
法
面
工
等

の
工
事
費
や
利
用
面
積
確

保
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

今
後
、公
園
活
用
を
含
め

検
討
し
た
い
。

問
門
川
小
学
校
お
よ
び
草

川
小
学
校
の
体
育
館
の
屋

根
は
、錆
が
出
て
外
観
で
も

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。早
め
に
錆
止
め
修
理
等

を
行
っ
た
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
。

　

改
修
の
方
法
に
つ
い
て

錆
止
め
を
行
う
に
は
、現
在

の
屋
根
の
鋼
板
の
錆
落
と

し
を
し
て
塗
装
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、鋼
板
が
薄
く
な

っ
て
い
る
の
で
、錆
落
と
し

を
す
る
と
穴
が
あ
い
て
現

状
よ
り
も
悪
く
な
り
、雨
漏

り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

　

そ
こ
で
、屋
根
鋼
板
の
全

面
張
替
え
が
妥
当
で
あ
る

が
、高
額
と
な
り
、大
規
模

改
修
の
補
助
金
を
利
用
す

る
と
、建
て
替
え
す
る
と
き

に
支
障
が
出
て
く
る
。

　

学
校
施
設
の
個
別
施
設

計
画
を
平
成
32
年
度
ま
で

に
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、そ
の
中
で
長
寿

命
化
改
修
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
が
ゼ

ロ
に
な
っ
た
が
。

　

引
き
継
い
だ
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
の
会
社
が
平
成
32
年

７
月
に
事
業
開
始
の
予
定

で
、税
収
と
し
て
固
定
資
産

税
が
見
込
ま
れ
る
。

問
以
前
、住
民
か
ら
町
が
所

有
し
て
お
い
て
後
々
役
立

て
れ
ば
良
い
の
に
と
い
う

声
を
聞
い
て
い
た
が
。

　

そ
う
い
う
声
は
一
切
聞

い
て
い
な
い
。

問「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
推

進
を
図
れ
な
い
か
。

　

様
々
な
事
業
に
役
立
た

せ
て
い
る
。
今
後
、返
礼
品

の
開
拓
、及
び
、生
産
者
・
事

業
者
の
紹
介
な
ど
を
ネ
ッ

ト
や
広
報
誌
、ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
、よ
り
効
果

的
に
か
つ
、し
お
り
や
チ
ラ

シ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
行
う
計

画
だ
。

問
以
前
は
都
城
市
、最
近
で

は
都
農
町
が
大
躍
進
し
て

い
る
。県
内
自
治
体
の
実
績

を
見
聞
き
し
て
、考
え
方
は

変
わ
ら
な
い
か
。

　

以
前
に
も
答
弁
し
て
い

る
が
、ふ
る
さ
と
納
税
で
税

収
を
上
げ
よ
う
と
か
、財
源

に
し
よ
う
と
い
う
考
え
は

な
い
。

問
自
治
体
の
中
に
は
、返
礼

品
に
苦
慮
し
て
、担
当
職
員

を
増
や
し
て
い
る
が
本
町

は
増
や
さ
な
い
の
か
。

　

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

的
確
な
措
置
を
講
じ
る
。

問
こ
の
8
年
間
で
１
０
１

０
人
の
減
だ
。第
5
次
長
期

総
合
計
画
後
期
計
画
に
よ

る
と
更
に
減
少
し
て
い
く
。

　

特
に
若
者
の
町
外
流
出

が
喫
緊
の
最
重
要
課
題
だ
。

対
策
は
な
い
の
か
。

　

雇
用
対
策
と
し
て
は
、門

川
町
企
業
立
地
に
よ
る
奨

励
措
置
を
活
用
。
ま
た
、町

広
報
誌
に
よ
る
町
内
事
業

所
の
紹
介
や
、
門
川
高
校

1
・
2
年
生
を
対
象
の
新
規

就
労
支
援
事
業
に
お
い
て

高
校
で
の
町
内
企
業︵
12

社
︶の
紹
介
な
ど
町
内
雇
用

に
向
け
た
取
り
組
み
も
計

画
し
て
い
る
。

　

引
き
続
き
雇
用
確
保
に

向
け
て
、関
係
機
関
・
企
業

団
体
等
と
の
連
携
を
図
る

と
と
も
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
い
、企
業
誘
致
に
向

け
た
情
報
収
集
に
努
め
る
。

問「
町
政
報
告
会
」の
開
催

を
期
待
し
て
い
た
住
民
が

多
く
い
た
と
思
う
。何
か
理

由
が
あ
り
開
催
し
な
か
っ

た
の
か
。

　

不
祥
事
発
生
時
に
は
自

ら
の
言
葉
で
説
明
責
任
を

果
た
し
た
方
が
良
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

　

町
か
ら
の
情
報
提
供
や

地
区
か
ら
の
課
題
・
要
望
等

に
つ
い
て
は
、更
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
つ
必
要
か
ら
も

町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信
や

2
カ
月
に
一
度
開
催
さ
れ

る
地
区
会
長
会
等
で
の
把

握
に
努
め
て
き
た
。

　

そ
し
て
、様
々
な
方
法
で

住
民
の
意
見
を
把
握
す
る

機
会
は
あ
る
の
で
、今
後
も

必
要
に
応
じ
、適
切
な
方
法

で
対
応
し
て
い
く
。

あなたの声を町政にあなたの声を町政に一般質問一般質問一般質問
一般質問は議員の日常活動と調査・研究、住民の声や自身の考え方をもとに、町長や教育委員長などの方針を問うものです。

２人が登壇!

町
長

町
長

町
長

町
長

副
町
長

教
育
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

ゴ
ル
フ
場
利
用
税

ふ
る
さ
と
納
税

人
口
減
少
問
題

愛
宕
山
街
区
公
園
再
開
発

小
学
校
体
育
館
の
屋
根

町
政
報
告
会

門川小学校体育館

愛宕山街区公園登り口

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問



こんな質問もありました
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こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

人　

事　

案　

件

条　

例　

の　

改　

正

発　

議

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

現
委
員
が
本
年
６
月
末
で
任
期
満

了
と
な
る
の
で
、
次
期
委
員
を
法
務
大

臣
に
推
薦
す
る
に
あ
た
り
、
議
会
に
意

見
を
求
め
る
も
の
。

推
薦
す
る
次
期
委
員

　

和
田
裕
次
氏(

城
ヶ
丘
在
住)

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

単
身
赴
任
手
当
を
新
設
し
、
住
居
手

当
及
び
時
間
外
勤
務
手
当
の
算
定
方

法
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

職
員
の
勤
務
が
著
し
く
危
険
、
不

快
、
不
健
康
又
は
困
難
な
勤
務
、
そ
の

他
著
し
く
特
殊
な
勤
務
を
対
象
と
す

る
手
当
を
改
正
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　

勤
務
地
を
異
に
す
る
異
動
等
に
伴

い
、
住
居
を
移
転
す
る
職
員
に
つ
い

て
、
赴
任
に
係
る
旅
費
と
し
て
、
移
転

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
法
改
正
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
内
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
納
め
る
介
護
保
険
料
の

割
合
が
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
も
検
討
し
た
が
、
基

金
を
活
用
し
て
介
護
保
険
料
を
抑
制

す
る
方
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
、
平
成

30
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
介
護
保

険
料
を
据
え
置
く
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
設
置
に

関
す
る
決
議

　

議
会
内
部
に
お
い
て
、
先
般
か
ら
議

会
活
性
化
実
行
委
員
会
を
発
足
し
、
議

会
基
本
条
例
を
含
め
た
議
会
活
性
化

に
つ
い
て
、
3
回
に
わ
た
り
協
議
を
重

ね
て
き
た
。

　

委
員
会
設
置
の
目
的
は
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、

議
会
機
能
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、

議
会
活
動
や
担
う
べ
き
役
割
を
取
り

決
め
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
及
び

議
会
活
性
化
の
た
め
に
、
調
査
・
研
究
・

協
議
・
検
討
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
採
択
・
全
員
賛
成)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

記　

菊
地)

料
、
着
後
手
当
、
扶
養
親
族
移
転
料
を

新
設
す
る
等
の
改
正
を
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

使
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　

使
用
料
を
改
正
す
る
施
設
は
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
施
設
の
使
用
区

分
を
﹁
入
場
料
等
を
徴
収
し
な
い
場

合
﹂
と
﹁
入
場
料
等
を
徴
収
す
る
場
合
、

又
は
商
品
の
宣
伝
、
展
示
、
販
売
等
営

利
を
目
的
と
し
て
使
用
す
る
場
合
﹂
に

区
別
。
そ
の
上
で
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ

ー
ツ
で
の
使
用
、
文
化
的
催
事
で
の
使

用
、
そ
の
他
に
区
分
す
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
お
け
る
使
用
す

る
面
積
ご
と
の
１
時
間
あ
た
り
の
使

用
料
を
設
定
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (
可
決
・
全
員
賛
成)

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

２
件
の
特
別
職
を
追
加
す
る
も
の

で
、
地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致

し
、
若
者
等
の
定
住
及
び
地
域
の
活
性

化
を
促
進
す
る
た
め
の
﹁
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
﹂
と
家
庭
の
教
育
力
向
上
に

資
す
る
活
動
を
企
画
・
実
践
す
る
﹁
家

庭
教
育
支
援
員
﹂
を
設
置
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構

築
す
る
た
め
の
国
民
健
康
保
険
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
各
条
例
の
一
部
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　

宮
崎
県
へ
納
付
す
る
こ
と
に
な
る

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
の
創

設
等
に
つ
い
て
の
関
係
条
文
の
整
備

を
行
う
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　

 (

可
決
・
全
員
賛
成)

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
可
決
・
全
員
賛
成)

勤労者体育センター

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正

問　時間外勤務手当の国家公務員の例から労
　働基準法に準じた算定方法というが、具体
　的にはどういうことか。
答　勤務１時間当たりの給与額の算定におい

　て、給料の月額に１２を乗じた額に１週間

　当たりの勤務時間に５２を乗じたもので除

　して得た額としていたが、改定後は、その除

　する数値から祝日と年末年始に係る時間を

　減じたもので除して得た額とする。

問　単身赴任手当の額の根拠は。
答　国、県や他の自治体の例を参考とした。

　本町から６０��以上が該当となる。

非常勤の特別職の職員の報酬等に
関する条例の一部改正

問　地域おこし協力隊員の具体的な取り組みは。
答　1人は、主に牧山みかんの農園と協力し

　て、観光農園と地域活性化に取り組み、もう

　1人は自然薯栽培をしながら、その地域が取

　り組む種々の事業をグレードアップする取

　り組みをしている。

問　協力隊員の期間は。
答　原則３年としている。

後期高齢者医療に関する条例の一部改正

問　この改正内容は具体的にはどういうことか。
答　今まで国民健康保険から後期高齢者医療

　制度に移行する際に、住所地特例の適用が

　なかった。今回の改正で適用する。

　議案勉強会（条例改正、平成２９年度補
正予算及び３０年度当初予算の総括）にお
いて、以下のような質疑応答（要約）があ
りました。

議案勉強会

議案上程後、後日各担当課より議案の内容に

ついて、逐次説明を受ける機会があります。

住所地特例

　病院等のある市町村以外に住所を持つ者

が、入院等でその病院等のある市町村に住

所を変更した場合、住所を変更する前の市

町村の保険の適用を引き続き受けるもの。

病院等のある市町村の負担が過大にならな

いようにするための措置。

補正予算(一般会計)
問　財産管理費の新庁舎建設基金等積立金は、
　当初の計画通りか。
答　当初の計画通り。

問　心の杜の燃料費の増額の理由は。
答　灯油の単価の高騰によるもの。

問　砂防費の具体的な場所は。
答　急傾斜地の委託料と工事請負費の減額は、

　城ヶ丘地区で、東側の法面になる。県営急

　傾斜地崩壊対策事業の負担金は、中村・梅ノ

　木地区となる。事業費の10％を負担する。

使用料徴収条例の一部改正
（勤労者体育センターの使用料）

問　料金を徴収するが全面使用しない場合、
　料金を徴収しない利用者とが体育館内で、
　混在する可能性があるが。
答　混乱することから、そういう利用はしな

　い。使用料は、使用する面積に応じて徴収

　する。

問　ＮＰＯが使用する場合はどうなるのか。
答　使用料は、入場料を徴収するかどうかで

　判断する。
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新
庁
舎
建
設
に
係
る
視
察

時
局
講
演
会

議
員
研
修
会

　

２
月
13
日
に
大
分
県
豊
後
高
田
市

役
所
、
3
月
29
日
に
日
向
市
役
所
と
美

郷
町
役
場
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
町
が
平
成

29
年
3
月
に
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想

を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
後
、
新
庁
舎
建

設
に
向
け
た
基
本
計
画
、
地
質
調
査
と

進
み
、
30
年
度
に
は
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
沿
っ
て
基
本
設
計
、
実
施
設
計

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
庁
舎
は
、

ま
ち
づ
く
り
、
防
災
拠
点
、
町
民
の
皆

様
が
訪
れ
る
重
要
な
施
設
で
あ
り
ま

す
。

　

私
た
ち
議
会
で
は
、
九
州
管
内
で
近

年
に
同
規
模
の
建
設
さ
れ
た
庁
舎
視

察
を
行
う
こ
と
で
、
新
庁
舎
に
活
か
せ

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
の

要
望
や
担
当
課
か
ら
進
捗
状
況
の
説

明
の
際
に
確
認
、
指
摘
な
ど
し
て
、
町

民
の
皆
様
に
長
年
に
わ
た
り
利
用
し

や
す
い
役
場
を
目
指
す
た
め
の
議
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
議
会
で
は
、
そ
の
都

度
、
必
要
に
応
じ
て
視
察
を
含
め
た
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
23
日
、
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
に
宮
崎
市
出
身
で
、
人
気
ア
ニ
メ

﹁
忍
た
ま
乱
太
郎
﹂﹁
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち

ゃ
ん
﹂
な
ど
に
声
優
で
出
演
さ
れ
、
現

在
は
Ｆ
Ｍ
ひ
ゅ
う
が
ラ
ジ
オ
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い

る
池
田 

知
聡
氏
を
お
迎
え
し
て
、
発

音
発
声
の
練
習
、
講
話
、
本
会
議
場
で

議
員
一
人
一
人
に
対
し
て
の
演
習
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
前
で
は
話
す
機
会
が
多
い
議
員

と
っ
て
発
音
発
声
を
見
直
す
良
い
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
内
17
町
村
議
会
議
員
が
一
堂
に

会
し
、
国
内
外
の
事
情
つ
い
て
専
門
的

な
立
場
の
講
師
を
お
迎
え
し
て
毎
年

行
わ
れ
る
講
演
会
が
、
１
月
31
日
に
新

富
町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

皇
室
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
久
能 

靖
氏

か
ら
﹁
知
ら
れ
ざ
る
皇
室
﹂
と
題
し
て
、

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

豊後高田市役所日向市役所

新富町文化会館

役場３階会議室

　

議
員
と
し
て
15
年
以
上
在

職
、
そ
の
功
績
に
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

全
国
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

小
林
芳
彦 

議
員

小
林
芳
彦 

議
員

内
山
田
善
信 

議
員

内
山
田
善
信 

議
員

　議会内部で、先般から議会活性化実行委

員会を設置し、議会基本条例を含めた議会

活性化について、協議を重ねてきましたが、

その中において順次議論を重ねながら議会

基本条例の制定と議会活性化に向けた取り

組みを一層加速する必要があると考え、こ

の3月議会にて、議会活性化特別委員会を設

置しました。

　目的は、議会機能の更なる充実を図り、議

会活動や担うべき役割を取り決める議会基

本条例の制定と、議会活性化のために調査・

研究・協議・検討をすることです。

　委員会は、議長を除く全議員が委員とな

ります。

　県内の町村では、平成29年7月1日現在4

町1村の議会が条例を制定しています。

議会活性化特別委員会を設置議会活性化特別委員会を設置

　去る３月２９日、区長会連合会会長および

副会長が議長室を訪れ、議会に対する要望書

を議長へ提出されました。

　内容は、次の二つの項目について、検討する

調査特別委員会の設置を求める要望でありま

す。

　ひとつは、議員定数を現在１４から削減す

ることと、もうひとつは、以前は同日に行われ

ていた町長選挙と町議会議員選挙が、現在約

１０ヶ月のズレがあるので、これを解消して

同日選挙にできないかということでありまし

た。

区長会連合会の
要望書受理

区長会連合会の
要望書受理

町　名

門 川 町

三 股 町

国 富 町

高 鍋 町

新 富 町

川 南 町

都 農 町

高 千 穂 町

県内町合計

18,334

25,336

19,834

20,800

17,613

15,977

10,767

12,622

177,634

1,309

2,113

1,525

1,300

1,258

1,229

1,076

901

1,076

14

12

13

16

14

13

10

14

165

人口（A） 議員定数（B） A÷B

※参考 県内の町の人口と議員定数

平成29年7月1日現在

（人口1万人以上を抜粋）

（単位：人）

美郷町役場
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議場に来てみらんね
　3月議会には7人の方に傍聴いただきま
した。次回の定例会は6月です。
　心よりお待ちしています。
　　　　お問い合わせ：議会事務局
　　　　　TEL 63-1140（内線271）
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シリーズ

　「ワンピース」のメンバーは、門川小学校児童の保
護者と同校卒業生の保護者です。
　活動は、主に朝自習の時間を利用して、月２回メン
バー６人が1人ずつ各クラスで約20分間子ども達に
絵本の読み聞かせをしています。
　一日のスタートを元気に過ごせるようにと、時には
手遊びやなぞなぞ、紙芝居など子ども達と一緒に楽
しみながら種々の工夫をしています。朝の読み聞か
せを通して、たくさんの本に出会い、子供たちの世界
がどんどん広がっていけばいいなと思います。
　図書館がすぐに近くにあるという恵まれた環境を
生かし、子ども達がもっと読書に親しみ、一冊でも多
くの本に出合えますようにと願いながら活動してい
ます。活動のパワーの源は、やはり子ども達の素直
な反応。無邪気に笑ってくれたり、怖がってくれたり、
本当に読み手も楽しいです。
　年1回クリスマス時期に行う授業枠でのお話会は、
毎年「ととろ三人の会」の田部さんをお招きして、1
時間たっぷりお話の世界に浸ります。教室も雰囲気
満載に飾り付けをし、パネルシアターあり、エプロン
シアターありで、まさにクリスマスプレゼントのよう
です。子ども達も毎年とても楽しみにしてくれてい
ます。
　徐々にメンバーも減ってきている今、図書館ぼらん
てぃあ「クレヨン」の皆さんに朝の読み聞かせに参加
していただいたりしています。地域の方のお力をお
借りしながら子どもたちの読書活動をより積極的な
ものにつなげていけるよう努力していきたいと思い
ます。
　また、読み聞かせの研修を通じて、メンバーの読み
聞かせの技術も少しでも上がっていくように、積極的
に情報交換等を行っています。

（編　森川）　

門川神楽保存会 『愛 隆 会』
あい  りゅう  かい

　昭和52年12月４日に発足、門川町文化協会の設

立時から加入し、今日に至っています。

　門川に古くからあった、『門川神楽』を伝承する

ことを

地域の力特集
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門川小学校読み聞かせボランティア

『ワンピース』
メンバー20人（平成29年度）
代表は、藤元美都子さんです

クリスマス時期に行うお話会の様子


